
LED 照明器具　提出書類チェックシート　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　 

※原則は書類の到着日を受付日とし先着順で受付し、予算の範囲内での受付となります。 

（予算残額は市ホームページで随時更新していきます）

 番号 必要な書類 確認内容・備考 チェック

 

１
補助金交付申請書 

（様式第１号）

□申請者(購入者)=住宅所有者=領収書宛名となっているか。 
□新築住宅のキャンペーン等により対象設備を無料で設置していないか。 
□補助金額に、ポイント利用分が含まれていないか。 
□未使用品であるか。（中古品は含めない。）

☐

 
２

補助事業内容説明書 

（様式第 2 号）

□設備を購入した日から起算して 180 日以内の申請であるか。 
□補助金の上限額、上限５万円を超えていないか。 
※LED 照明器具＋設置工事費の１/2 以内の額。

☐

 ３ 設備の設置場所の案内図 □地図等、住宅の所在地がわかるもの。 ☐

 

４

設備の仕様書の写し 

（省エネ基準達成率が100 

％以上であることのわかる

書類）

□設備の製品型番、省エネ基準達成率等補助対象要件を満たすことが確認でき 
るカタログの該当ページの写しや省エネ型製品情報サイトで検索結果を印刷

したものが添付されているか。（https://seihinjyoho.go.jp/） 
※カタログを冊子のまま提出せず、該当の製品が掲載されているページとメーカ

ーがわかるように印刷したものを提出する。（該当製品がわかるよう蛍光ペン

等でマークする。） 
□省エネ基準達成率が 100％以上の製品であるか。 
□屋内の住居部分で固定して使用される製品であるか。 
※屋外の照明や移動式のスタンドタイプは補助対象外。

☐

 

5 領収書の写し

□領収書氏名は、申請者(購入者)=住宅所有者=領収書宛名となっているか。 

□領収書の金額と補助申請額に相違はないか。 
※内訳が分からない場合は、明細書を添付。 
□市内の電気店等で購入したものであるか。 
※市外店舗やインターネット購入は除く。

☐

 

6
支払日、購入店、品名、数量、

金額、照明器具の型番及び

内訳のわかる書類

□領収書の但し書きに、照明器具の型番等内訳が分かるよう記載してあるか。 

※記載してある場合は領収書の写しを添付する。 

※領収書に型番等の記載がない場合や内訳のわかる書類が提出できない場合は、

販売証明書を販売店に記入してもらい提出してください。記載例は、補助金の

手引き P1５を参照。

☐

 

7
住宅の所有者が確認できる

書類の写し

□新築の場合は、登記事項証明書の写しが添付されているか。 
※事情により添付できない場合は、契約書の写し等（契約者、住所が確認できる

ページの写し）を添付する。 
□既存住宅の場合は、契約書の写し（契約者、住所が確認できるページの写し）、

固定資産税納税通知書の写し、建築確認申請書の写し、登記事項証明書の写し

等が添付されているか。 
※相続手続きが必要な場合、相続登記が完了している必要があります。申請者が

住宅を所有していない場合は申請することはできません。

□

 
8

交換前の照明器具の写真

（カラー写真（カバーを取

り外して撮影したもの））

□照明器具のみのアップの写真ではなく、天井等周囲の様子がわかる写真となっ

ているか。 
※補助金申請の手引き P1４を参照。

□

 
9

交換後のＬＥＤ照明器具の

写真（カラー写真（カバーを

取り外して撮影したもの））

□照明器具のみのアップの写真ではなく、天井等周囲の様子がわかる写真となっ

ているか。 

※補助金申請の手引き P1４を参照。
□

 

１０ その他

□電球のみの交換ではないか。 
※照明器具ごと交換し、LED に切り替えたものが補助対象。 
□照明器具を追加購入したり、住宅の新築に合わせて設置したりしたものでは

ないか。 
※蛍光灯や白熱灯等の LED 照明器具以外の照明器具から LED 照明器具に交換

したもののみ補助対象となります。 
□スピーカー機能やプロジェクター機能等、照明器具としての基本的な機能以外

が付属していないか。

□


